
2 新規・継続 3年目

3 趣  旨

回数 開始日 ～ 終了日 期間

１回 2014年12月6日（土） ～ 2014年12月7日（日） １泊２日

5 実施場所

6 募集人数 100

7 共催・協力・後援

8 参加者人数 102

9 参加者類型

10 参加者地域

11 参加者分析

満足 やや満足 やや不満 不満

88% 12% 0% 0%

13 アンケートの主な記述

14 成  果

15 今後の課題

16 担当者メモ

12 アンケート満足度

・他の家族が作ったケーキの鑑賞会や，似た家族構成の家族を同室とする部屋割りを行ったこと
で，自然と家族間の会話が生まれ，交流する様子が伺えた。
・2日目に，用意されていた豊富なクラフト材料を見た幼児から，「ここに来てよかったあ～」
と満足気な声が思わず漏れていた。
・ケーキ，クラフト作りともに，参加親子から「意外と身近なもので簡単にできるんですね。家
でもやってみます」というような声が聞かれ，継続的な体験のよいきっかけとすることができ
た。

－　１　－

・230名以上の申込者のうち，半分以上が過去に当事業に参加していない（リピーターでない）
方で，また，参加者のアンケート結果では，チラシによる申込者が8割程度いた。このことか
ら，現在のチラシ配布方法がある程度効果的であると考えられる。これを踏まえて，さらに県内
の広範囲や隣県へと広報範囲を拡大していくことも検討する余地がある。
・今年から任意参加にした星空観察会は，参加者全体の4割程度が参加した。強制ではないので
寒さや拘束時間への不満も出ず，良い活動形態であった。ただし，活動の詰め込みすぎや，交流
ゲームの時間の少なさが指摘されていることから，星空観察自体を無くすことについても検討す
る価値がある。
・ケーキの持ち運びと衛生管理の面から，簡易ケーキ箱を用意したが，片付けも楽になり，雰囲
気も出てよかった。

・昨年度の反省を生かし，内容に柔軟性をもたせたが，まだ時間的な余裕が足りず，プログラム
の詰め込み過ぎを指摘する声も参加者からあった。一つ一つの活動をより安全で質の高い活動に
するためにも，プログラムの削減や，大きな工夫が必要である。
・家族間交流のための時間がまだまだ足りないとの意見があり，そのねらいを達成するためのプ
ログラムのアレンジや，時間を確保することが必要である。

・初めて会った家族と交流を深めることができた。
・料理（ケーキ作り）を家族全員で作るのは初めてでした。よい思い出になりました。
・サンタクロースが来るとは思っておらず，プレゼントをもらって嬉しかった。
・（クラフト作りについて）材料も豊富で，子どもの想像もふくらみとても良かったです。
・同じ材料を使っているのに，出来上がったケーキはみんな違っていて，驚きとともに楽しかっ
た。

4 期日・期間

・当初の参加決定者には，山梨県3名，東京都2名も含まれていたが，参加者都合でキャンセルと
なった。
・昨年度に比べて，幼児の申込，参加者が大幅に増えた。昨年に引き続いて，県内広範囲の幼稚
園・保育園へチラシの配布を行ったことで，参加者から「保育園のおたよりに載っていた」との
声もあったように，幼稚園・保育園での認知度が高まったと考えられる。

人

未就学児19人，小学生38人，中学生3人，保護者42人

国立信州高遠青少年自然の家

後援：伊那市，伊那市教育委員会

人

長野県102人

1

各家庭で行うクリスマス行事がより楽しく充実したものになるよう、家族間の交流を図りなが
ら、必要な知識，技術を身につけるきっかけとする。

継続

親子で楽しむ“クリスマスの達人”セミナー事業名称



プログラム展開

日程・時間 プログラム 備考

１２月６日（土）

13:30 受付

14:00 開会式

14:30 アイスブレイク

15:00 オリジナルクリスマスケーキを作ろう！ 任意参加

17:00 夕食

18:45 ミニクリスマス会

19:30 冬の星空を満喫しよう！ 任意参加

20:30 入浴

22:00 就寝

１２月７日（日）

7:00 朝のつどい

7:20 朝食，清掃

9:20 クリスマスクラフトを作ろう！

11:15 閉会式

－　２　－

オリジナルクリスマスケーキを作ろう！ ミニクリスマス会 

冬の星空を満喫しよう！（プラネタリウム） クリスマスクラフトを作ろう！ 
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